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1. はじめに

都市圏では、さまざまな理由から人が集中する

ことで混雑が発生する。現在の混雑情報を提供

する「混でる.com」(1)等のサービスは開始され

ているが、蓄積された情報からの混雑度予測を

する手法としては、わずかな特定のエンターテ

イメント会場における予測情報は提供されてい

るにすぎない。本論文では、都市圏で生じる混

雑を予測することを目的とし、恒常的に生じる

混雑（例：朝の主要な JR 駅の混雑）以外に人が

集中するイベント、特に短時間に多くの人数が

流動するスポーツ観戦を対象として混雑度の推

定を行う。まずは、国内で最もド観客動員数の

多いプロ野球のデータを用い、過去の動員数デ

ータと球場の位置、周囲の環境と合わせ、観戦

者数の推定手法について報告する。

２．混雑予測システム eyekon 

混雑予測システム eyekon 

近年我が国では観光立国に力をいれ外国人観光

客は 2014 年から 2015 年で 1.5 倍と飛躍的に伸

びている。また、東京 2020 オリンピック・パラ

リンピックを控え今後も急増すると予測される。

大都市圏、特に東京は混雑が常態ともいえるが、

通勤時間帯や曜日により人の動きは異なる。ま

た、大都市圏では大きなイベント会場が点在し、

混雑の一因となっている。そこで、我々は東京

をターゲットとし、イベント情報を基にユーザ

の移動、来訪予定に合わせて地域の混雑度情報

を提供する「eyekon」システムを開発している

（図１）。

 eyekon システムは図 1 からわかるように、大

きくわけて、以下の３つの部分から構成されて

いる。 

・混雑予測用データベース

・混雑予測モデル

・混雑予測ウェブサービス

図１．eyekonシステムの概要 

2.1 混雑予測用データベース 

 混雑予測用データベースはさらに二部構成に

分かれている。インターネット上のイベント情

報および混雑予測に必要な情報は定期的に原デ

ータベースに蓄積される。この中から、混雑度

予測に必要なイベント人数等の情報がクレンジ

ングされたのちに混雑情報データベースに格納

される。一方、新たに獲得されたイベント情報

等は混雑予測モデルのカレンダー上に登録され

ると同時に、混雑予測ウェブサービス上にもカ

レンダーを通して反映される。

2.2 混雑予測モデル

 混雑予測ウェブサービスから呼び出され、指

定された地域、日時から開催されるイベントを

見つけ出し、どの程度の混雑（通常の人出と比

較して数万人の増加が見込まれる）などの予測

を行う。イベントごとに予測モデルが異なるた

め、コンサートのように繰り返し行われないイ

ベントに関しては、アーティストと開催会場の

容量などを参考にする程度であるが、スポーツ

観戦など、観客動員数がある程度正確に見込ま

れるものは、過去のデータから予測を行う。本

稿ではプロ野球の観客動員数について後述する。 

2.3 混雑予測ウェブサービス 

ユーザの指定する日時、地域にあわせ、その後

一週間程度の混雑度を天気予報に類似した形で

提示する。
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4．日本プロ野球の観客動員数予測 

スポーツ観戦は一試合ごとに数万人の観客を動

員し、突発的な混雑の大きな要因となる。我々

は代表的なスポーツとして、プロ野球、サッカ

ー(2)を取り上げて観客動員数を予測することに

した。本報告ではプロ野球における観客数の予

測について報告する。 

（1）プロ野球の動員観客数データ 

 サッカーの観客動員数はＪリーグ本部に掲載

されており、入手は容易である。また、Ｊリー

グ自身が掲載しているため、データの正確性も

高い。サッカーと比べ、プロ野球の観客動員数

は主催者によるまとまった報告がなく、プロ野

球の趣味サイトでまとめている情報（3）を利用し

ている。2009 年から 2016 年の 8 年間、プロ野球

の公式戦全部、6900 試合のデータを収集した。

表１にデータ情報を示す。 

（2）プロ野球観客数 

 図２でわかるように、プロ野球の観客数は 1

万数千人から４万人と変動が大きい。開催され

る地域、球場の収容人数の制限は観客動員数の

大きな要因となるが、一つの球場においても大

きな差がある。図２にプロ野球の全試合の観客

数分布を示す。球場ごとに収容人数が異なって

いるため、３万人前後で山が分かれている。 

（3）観客数変動の要因 

 プロ野球はファンも多く、様々な情報がウェ

ブ上にあがっている。東京ドーム等、天候と関

係のない球場も多いが、天気に左右される可能

性も高い。そこで、天候、開催日（曜日、時

間）、球場（ホームチーム）、年棒など、観客

動員数に影響を与えると思われるいくつかの要

因をとりあげ、検討した。図３に東京ドームに

観客数の分布のうち、曜日毎に色を変えたもの

を示す。観客動員数に影響を与えると思われる

要因と試合の観客数の相関関係を調べ、その結

果、球場、曜日、ホームチームとの相関関係が

高いことがわかった。 

（4）プロ野球観客動員数の予測モデル 

 収容人数が異なるため、球場ごとに予測器を

作成することとした（図２）。表１のデータを

用い、複数の要因を組み合わせ単純ベイズ器で

学習させた。その結果、東京ドーム球場ではホ

ームチームと曜日を用いることで 60%の精度で動

員数を予測した。 

４．終わりに 

本稿では、現在開発中の eyekon システムの概要

を紹介すると共に、本システムの中核をなす混

雑予測モデルの機能の一部として、人気スポー

ツ、日本プロ野球の観客動員数の予測手法につ

いて紹介した。予測モデルの精度はまだ十分に

高くはないが、今後、データの集積および SNS

等の情報を利用することで、イベント開催日直

近における予測精度の向上を目指す予定である。 
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図２   プロ野球全試合の観客数の分布 

 

 
図３  東京ドームの観客数の分布（曜日別） 

 表１ データ情報 

期間 2009-04-03〜2016-10-05 

スタジアム数 57 

試合数累計 6900 

スタジアムごと

の試合数 
最小 1、最大 186 

観客数累計 181,606,380 

観客数 最小 5339、最大 47106 
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